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2021 年 6 月 22 日 

株式会社ビズリーチ 

 

Visional グループの株式会社ビズリーチ（所在地：東京都渋谷区/代表取締役社長：多田洋

祐）が運営する、即戦力人材と企業をつなぐ転職サイト「ビズリーチ」は、スタートアップ向け

の研究開発補助金制度「SBIR 制度」を統括・推進する、内閣府の統括プログラムマネージャー

と省庁連携プログラムマネージャーを 2021 年 6 月 22 日から 7 月 19 日まで公募※1 します。 

本年度、イノベーション創出のための国の政策として、SBIR 制度が大幅リニューアルしまし

た。内閣府は、SBIR 制度の立ち上げに向けて民間のビジネスプロフェッショナルの知識や経験

を活用し、スタートアップ支援を通じたイノベーション創出を目指します。なお、内閣府がビズ

リーチで人材公募をするのは初となります。 

公募ページ URL：https://www.bizreach.jp/job-feed/public-advertising/aonz5r2/ 

 

■公募概要 

・募集期間：2021 年 6 月 22 日～2021 年 7 月 19 日 

・応募方法：「ビズリーチ」のサイトから応募 

・公募ページ URL：https://www.bizreach.jp/job-feed/public-advertising/aonz5r2/ 

・募集ポジションと募集人数：2 ポジション 計 4 名 

募集職種名 【副業・兼業】統括プログラムマネージャー（1 名） 

業務内容 ・SBIR 制度の制度運営のあり方や省庁間連携に必要な諸事項についての議

論・検討をリードし、SBIR 制度に参加する各省庁のプログラムマネージャー

が集う「プログラムマネージャー連絡会議」の座長を務める。 

応募資格 ・先端的な科学技術に関する幅広い知見を有し、研究開発型スタートアップ

や研究者のコミュニティーとの豊富なネットワークを有すること。 

・大規模な研究開発プロジェクトのマネジメント経験、研究開発成果の事業

化を主導した経験、研究開発型スタートアップへの投資や支援に携わった経

験のうち、いずれかを有すること。 

内閣府、新たな研究開発補助金制度を推進する 
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募集職種名 【副業・兼業】省庁連携プログラムマネージャー（3 名） 

業務内容 ・各省庁の指定補助金等における研究開発課題の策定支援。 

・スタートアップや研究者等のコミュニティーに対する公募情報の周知。 

・指定補助金等の交付を受けたスタートアップ等に対するアドバイス、他。 

応募資格 ・先端的な科学技術に関する幅広い知見を有し、研究開発型スタートアップ

や研究者のコミュニティーとの豊富なネットワークを有すること。 

・研究開発プロジェクトのマネジメント経験、研究開発成果の事業化に関与

した経験、研究開発型スタートアップへの投資および支援に携わった経験の

うち、いずれかを有すること。 

・勤務時間：月に 7 日程度、1 日あたり 3～８時間程度（時期により変動、調整可） 

・勤務地：東京都（テレワーク可能） 

・所属部署：内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 

 

※１：本公募は、内閣府が有識者にプログラムマネージャーとしての役割を委嘱し、その協力に対して謝金を支

払う形態となります（雇用関係ではありません）。 

 

■公募背景 

イノベーション創出のため、SBIR 制度が大幅リニューアル、内閣府は省庁連携を推進 

国は、1999 年から運用されてきた SBIR 制度を、「中小企業支援のための制度」から「イノベ

ーション創出のための制度」に転換します。科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法

律の改正（2020 年 6 月法律改正、2021 年 4 月 1 日施行）を受けて、本年度から新たな SBIR

制度が本格的に開始されます。内閣府は、制度に参加する 8 つの省庁の連携を促進する司令塔と

しての役割を果たすべく、SBIR 制度の立ち上げ・運用チームを構築中です。このチームには、

科学技術に関する専門的な知見や人的ネットワーク、スタートアップや事業開発、技術の社会実

装に関する幅広い知見・経験を有する人材が欠かせません。 

 

米国の SBIR 制度では、科学技術や事業開発のプロを据えて、アイロボット社などが成長 

日本の SBIR 制度にも、科学技術や事業開発、スタートアップの知見を持つプロ人材を活用 

米国の SBIR 制度では、各分野の研究者や事業開発の専門家といったバックグラウンドを持つ

人材がプログラムマネージャーとして、研究開発補助金の運用とマネジメント（特に研究開発課

題の設定や技術の目利き、補助金交付先の支援等）に深く関わっています。それにより、米アイ

ロボットや米クアルコムなどが新技術を開発し、大きな成長を遂げています。 

 

日本でもこれにならい、内閣府では、科学技術や事業開発、スタートアップの知見を持つ外

部・民間の人材をプログラムマネージャーとして起用し、SBIR 制度をイノベーション創出に寄

与する制度へと整備していく予定です。そこで今回、優秀なビジネスプロフェッショナルを広く

募るために、即戦力人材が登録する「ビズリーチ」で、統括プログラムマネージャーと省庁連携

プログラムマネージャーの 2 ポジションを公募します。ビズリーチは、本公募を通じて、民間の

ビジネスプロフェッショナルが多方面で活躍する社会を目指します。 
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■内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 審議官 佐藤 文一 氏 コメント 

イノベーション創出の担い手である革新的なスタートアップを支援するこ

とは、国が本来果たすべき役割だと考えています。そして今回、SBIR 制度

の改革によって、その枠組みが整いました。 

革新的なスタートアップを支援し、研究開発や事業化を後押しする。それ

によって新しい技術や事業が生まれ、継続的に支援することで新しいビジネ

スが生まれる。これが大きなイノベーションにつながり、ひいては社会の発

展にもつながっていく。今回ご応募いただく方と一緒に SBIR 制度を優れた制度として立ち上

げ、志のある人が夢や希望の持てる社会をつくっていきたいと思います。 

 

■即戦力人材と企業をつなぐ転職サイト「ビズリーチ」について 

ビズリーチは企業と求職者が直接やりとりできるプラットフォームがなかった人材業界において、

人材データベースを企業に開放することで採用市場を可視化しました。また、企業が求職者へ自

らアプローチできるプラットフォームを提供することで、企業が必要としている人材を採用する

ために、あらゆる手段を主体的に考え、能動的に実行する採用活動「ダイレクトリクルーティン

グ」を推進し、優秀な人材のスピーディーな採用をご支援しています。また、求職者も今まで知

りえなかった企業からアプローチを受けることで、キャリアの選択肢と可能性を最大化すること

が可能です。 

URL：https://www.bizreach.jp/ 

 

■株式会社ビズリーチについて 

「すべての人が『自分の可能性』を信じられる社会をつくる」をミッションとし、2009 年 4 月

より、働き方の未来を支えるさまざまなインターネットサービスを運営。東京本社のほか、大阪、

名古屋、福岡に拠点を持つ。即戦力人材と企業をつなぐ転職サイト「ビズリーチ」、人財活用プ

ラットフォーム「HRMOS（ハーモス）」シリーズ、挑戦する20代の転職サイト「キャリトレ」、

OB/OG 訪問ネットワークサービス「ビズリーチ・キャンパス」を展開。2020 年 2 月、グルー

プ経営体制への移行にともなって誕生した Visional グループにおいて、主に HR Tech のプラッ

トフォームや SaaS 事業を担う。 

URL：https://www.bizreach.co.jp/ 

 

■Visional について 

株式会社ビズリーチがグループ経営体制に移行したことにより誕生。「新しい可能性を、次々

と。」をグループのミッションとし、産業のデジタルトランスフォーメーション（DX）を推進

するさまざまな事業を展開。 

「ビズリーチ」をはじめとした採用プラットフォームや、人財活用プラットフォーム「HRMOS」

シリーズを中心に、人事マネジメント（HR Tech）領域におけるエコシステムを展開。また、事

業承継M&A、物流DX、サイバーセキュリティ、Sales Techの領域においても、新規事業を次々

に立ち上げている。 

URL：https://www.visional.inc/ja/index.html 
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